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1．はじめに 茨城県常陸太田市に位置する妙

見山は，日本国内でも数少ない，リチウム含有

鉱物を産するペグマタイトのひとつである．（櫻

井ら，1977；Matsubara, et al. 1995）．本ペグマタ

イトより産する鉱物のうち，電気石はさまざまな

鉱物とともに産出し，また共生鉱物により色の変

化があることから，色の違う電気石の化学組成

の違いについて考察すべく，EPMA-WDSを用

いて化学組成測定を行った． 

2．試料の産状 本産地の電気石は，結晶の色

によって，(1)黒色タイプ，(2) 紺色タイプ，(3) 

濃緑色タイプ，(4) “ウォーターメロン”（中心部

がピンク色・周縁部が緑色）タイプ，(5) ピンク色

タイプの5種類に分けられる．これらの5種類は，

色のみならず共生鉱物にも違いがある．最初期

にできると考えられるのが黒色タイプで，これは

曹長石やざくろ石，白雲母とともに産する．つづ

いて紺色タイプ，濃緑色タイプであり，どちらも

石英と白雲母とともに産する．そして“ウォーター

メロン”タイプと続く．これはポルックス石やリチア

輝石とともに産する．最後にピンク色タイプで，こ

れはリチア雲母や石英とともに主に産するもの

である． 

3．分析手法 黒・紺・濃緑・ウォーターメロン・ピ

ンクの各タイプの電気石をそれぞれ1試料ずつ，

計5試料について分析を行った．化学組成分析

は，上述の通りEPMA (JEOL JXA-8230)で行っ

た．なおEPMAではリチウムおよびホウ素，水が

計測できないため，化学組成計算については

Clerk (2007)による計算式に基づき求めた． 

4．結果 電気石はXY3Z6T6O18(BO3)3V3Wで表

される鉱物で，それぞれX=Na, Ca，Y=Mg, Fe, 

Al, Li, Mn, Zn, Z = Al, Fe, Cr, V，T = Si, Al，B 

= B，V = OH, O，W = OH, F, Oといった元素を

含む． 

 

 

 

化学組成の分析結果から，黒色のものは鉄

電気石，その他のものはリチア電気石に分類さ

れるとわかった（図1）．それぞれのタイプの電気

石において、Yサイトを占有する元素量 (apfu) 

が特に顕著な変化を示した．特に鉄は，黒色タ

イプでは1.51apfuを記録したが，濃緑色タイプで

は0.15apfuまで減少し，ピンク色タイプでは検出

されなかった．対してリチウムは黒色タイプでは

0.30apfuであるが，分化後期に至るにつれ増加

し，最終的にピンク色タイプでは0.89apfu程度ま

で増加した． 

5. 考察 今回の分析によって，電気石の化学

組成が結晶分化を経るごとに鉄が減少し，アル

ミニウムやリチウムが増加していくことが明らかに

なった．このようなコンパティブルからインコンパ

ティブル元素への推移は同じく国内のリチウム

鉱物産地である長垂に産する電気石の分析結

果（Shirose and Uehara, 2013）の傾向とも一致す

る．本研究で確認された電気石の色の違いは、

こうした化学組成の違いを反映したものと思われ

る． 

 

図 1 妙見山ペグマタイト産電気石の Yサイトにお
ける Mg-Li-Fe 量 (apfu) を示す三角ダイアグラ
ム．電気石の化学組成が鉄電気石からリチア電気
石にかけて変化していることを示す． 

Keywords : Tourmaline, Myokenzan Li- pegmatite, elbaite, schorl, EPMA-WDS 

Corresponding author: asafusu01@gmail.com 

リチア 
電気石 

苦土電気石 

鉄電気石 

R7P-05 一般社団法人日本鉱物科学会2021年年会・総会

@Japan Association of Mineralogical Sciences. - R7P-05 -

 R7P-05 一般社団法人日本鉱物科学会2021年年会・総会


